
 

2026 年 9 月 

 

投資・財務局 からの メッセージ  

 

8 月は、 戦略的パートナーシップ、 先端製造、金融 サービス、 輸出、 インフラ、 国際的な関与に及ぶ主

要な進展とともに、 トルコ の経済および 投資アジェンダ の広範さを 反映しました。  

この 月の主要な進展は、トルコ、サウジアラビア、パキスタン による メッカ 共同防衛協定の署名でした。  

メッカ のアル・サファ 宮殿での三者首脳会談において、 レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領、

サウジアラビア のムハンマド・ビン・サルマン 皇太子兼首相、 パキスタン のシェバズ・シャリフ 首相に

よって 署名されたこの 協定は、 安全保障および 防衛協力を促進し、 両国の長年にわたる 戦略的パートナ

ーシップ をさらに 強化するための 三者枠組みを確立しました。  

トルコ の製造能力も、 コジャエリ の現代自動車イズミット 工場でのヒョンデ IONIQ 3 の量産開始によ

り 注目を集めました。  

 



 

この マイルストーン は、 次世代自動車製造における トルコ の役割の増大と、 自動車産業の新しい 技術へ

の転換を実証しました。  

また、この 月にはトルコ の金融セクター において 重要な取引が行われました。 ヤプ・クレディ は、 ヤプ・

クレディ・ポルトフイ・ヨネティミ の買収に向けて、 イタリア を拠点とする アジムット・グループ の子

会社である AZ インターナショナル・ホールディングス と 株式売買契約を締結しました。  

164 億トルコリラ（ 約 3 億 4600 万米ドル） と 評価されるこの 取引は、 トルコ の資産および ウェルス

マネジメント 市場に対する国際的な関心が続いていることを 反映しています。  

貿易と 接続性における 強力なパフォーマンス が、さらなる 勢いをもたらしました。 トルコ の自由貿易地

域は、 2026 年の最初の 7 か月間で 77 億米ドル の輸出を記録し、 前年比 6.9 ％増となり、 同期間とし

て過去最高を記録しました。  

一方、 イスタンブール 空港は 1 日で 289,732 人の乗客を扱い、 トルコ および ヨーロッパ の空港で記録

された 1 日の乗客数として 過去最高を記録し、 新たな マイルストーン に達しました。  

国際的な対話は、 月を通じて 活発に行われました。 第 2 回ボスポラス 外交フォーラム は、「 危機の時代

における 人道外交」 をテーマ に、「 民主主義と 自由の島」 に 50 人の国際代表を含む 400 人以上の参加

者を集めました。  

投資・財務局 は、 トルコ の金融および 起業家エコシステム に引き続き注力しました。 投資・財務局 がト

ルコ 資本市場委員会と 共同で主催した、「 トルコ のベンチャーキャピタル・エコシステム ：ポートフォリ

オ運用会社会議」 がイスタンブール 金融センター で開催され、 主要なポートフォリオ 管理会社の幹部や

エコシステム の主要な関係者が集まりました。  

イスタンブール で開催された ワールド・フィンテック・デー には世界のフィンテックコミュニティ の代

表者が集まり、 TercihFest’26 は大学進学希望者と 主要な講演者を結びつけ、 トルコ の未来の才能に

新しい アイデア やキャリアパス への直接的な触れ合いの機会を提供しました。  

国際的な投資家への働きかけは、 アジェンダ の重要な部分であり 続けました。 ロードショー の一環とし

て、 投資・財務局 はマレーシア でエネルギー、インフラ、 物流に焦点を当てた 一連の企業訪問を実施し

ました。  

これらの 取り 組みを通じて、 投資・財務局 は 2006 年の設立から 20 周年を迎えるにあたり、 トルコ の

投資機会を国際的な投資家、金融機関、ビジネスコミュニティ、 戦略的関係者と 結びつけ続けています。  

 

A・ ブラク・ ダールオール  投資・財務局長  

 

  



 

トルコ、サウジアラビア、パキスタン がメッカ 共同防衛協定で戦略的協力を 深化 

 

トルコ、サウジアラビア、パキスタン はメッカ 共同防衛協定に署名し、 安全保障と 防衛協力を強化する

ための三者間枠組みを確立するとともに、 長期的な戦略的パートナーシップ を強化しました。この 協定

は、 メッカ のアル・サファ 宮殿で開催された 三者首脳会談において、 レジェップ・タイイップ・エルド

アン 大統領、 サウジアラビア のムハンマド・ビン・サルマン 皇太子兼首相、 パキスタン のシェバズ・シ

ャリフ 首相によって 署名されました。  

この 協定は、 3 カ 国間の長年にわたる 政治的、経済的、防衛的関係 を基盤として、 協力関係を制度化す

る上での重要な節目となるものです。これは、 集団安全保障、防衛産業、軍事訓練、情報共有 における

緊密な調整を通じて 地域の安定を強化し、 同時に新たな 地域的課題に対する調整された 対応を促進する

ことを 目的としています。  

共同宣言によると、この パートナーシップ は、 共通の戦略的利益、相互信頼、 そして 中東および 南アジ

ア全域の平和と 安定に対する 共通のビジョン に基づいています。この 枠組みはまた、 防衛技術開発、共

同生産イニシアチブ、 物流、能力構築 におけるより 深い協力を奨励し、 参加国間での産業的および 技術

的協力のための新たな 機会を創出するものです。  

トルコ にとって、この 協定は、 高度な防衛製造能力、成長 する イノベーションエコシステム、 そして 拡

大する国際的パートナーシップ を通じて、 ヨーロッパ、 中東、 アジア を結ぶ戦略的パートナー としての



 

地位をさらに 強化するものです。 トルコ の国際競争力のある 防衛産業は、 高付加価値の工業生産と 技術

輸出のますます 重要な柱となっており、 安全保障面での協力と 並んで経済協力にも 寄与しています。  

防衛面を超えて、 メッカ 共同防衛協定は、 安全保障の地域的オーナーシップ と 持続可能な制度的協力へ

のより 広範なコミットメント を反映しています。 トルコ の技術的専門知識と 軍事能力、 サウジアラビア

の戦略的・経済的強 み、そして パキスタン の広範な防衛経験を結集させることで、この 三者間イニシア

チブ は、 長期的な地政学的および 経済的重要性を伴う、より 統合された 戦略的協力の枠組みの基礎を築

くものです。  

 

 

 

  



 

シムシェキ 大臣、 トルコ の年間観光収入 652 億米ドル を 強調 

 

逆風となる 地政学的展開にもかかわらず、 トルコ の年間観光収入は 2026 年第 2 四半期に 652 億米ド

ルを維持し、 2025 年に記録された 水準を維持したと、 メフメト・シムシェキ 財務大臣は述べました。  

最新の観光統計について コメント した シムシェキ 大臣は、第 2 四半期の訪問者数は限定的な減少となっ

たものの、 訪問者 1 人当たりの 平均支出は前年比で増加したと 指摘しました。 同大臣は、この 実績がサ

ービス 輸出チャネル を通じて、 地政学的緊張が経常収支に与える 悪影響を抑制するのに 寄与したと 述べ

ました。  

トルコ の年間観光収入は近年、力強い上昇軌道を維持しており、 2022 年の 502 億米ドル から 2023 年

には 564 億米ドル、 2024 年には 611 億米ドル へと 増加しました。 観光収入は 2025 年に 652 億米

ドル に達し、 2026 年第 2 四半期も 同水準を維持しました。  

訪問者数も 同期間に着実に増加しており、 2022 年の 5,140 万人から 2023 年には 5,710 万人、2024

年には 6,220 万人、 2025 年には 6,390 万人へと 増加しました。 2026 年第 2 四半期の年間訪問者数

は 6,320 万人となり、 前年と 比較して 限定的な減少となりました。  

同時に、 訪問者 1 人当たりの 平均支出は引き 続き堅調に推移しました。 1 人当たりの 平均支出額は、

2022 年に 971 米ドル、 2023 年に 979 米ドル、 2024 年に 972 米ドル となり、 2025 年には 1,008

米ドル に増加しました。 2026 年第 2 四半期には、 平均支出額は 1,018 米ドル に達し、 同期間で最高

水準を記録しました。  

シムシェキ 大臣は、 回復力のある 観光収入と 1 人当たりの 支出増加の組み合わせが、 地政学的な動向が

経常収支に与える 影響を抑えるのに 寄与したと 述べました。 大臣は、 トルコ の経済プログラム を通じて

達成された 構造改革が、 経常収支を持続可能な水準で支えることが 期待されると 付け加えました。  

地政学的な緊張が観光セクター に与える 影響を緩和するため、 トルコ は一連の支援策を導入しました。



 

シムシェキ 大臣は、宿泊税が 2 パーセント から 1 パーセント に引き 下げられたことに 言及しました。 観

光支援パッケージ に基づき、 財務省の保証付きで、 600 億トルコリラ の追加融資枠が同セクター に提供

されました。  

シムシェキ 大臣は、 トルコ は観光セクター の競争力を強化し、 年間を通じて 観光活動を拡大することを

目的とした 政策を継続すると 述べました。また、 政府は医療、会議、文化、 スポーツ 観光を含む、 高付

加価値の観光セグメント を引き続き支援していくと 付け加えました。  

 

  



 

ヒョンデ  IONIQ 3 がコジャエリ の生産ライン から 出荷開始 

 

ヒョンデ の IONIQ 3 量産開始式典がコジャエリ のイズミット 工場で開催され、 トルコ の次世代自動車

製造の歩みにおける 重要な節目となりました。 式典には、メフメト・ファティ・カジュル 産業技術大臣、

ブ・ソクジョン 駐アンカラ 韓国大使、 キバル・ホールディング のアリ・キバル 会長、 その他自動車業界

や経済界の代表者が出席しました。  

カジュル 大臣は式典での挨拶の中で、 世界の自動車産業における トルコ の役割が高まっていることを 強

調しました。 カジュル 大臣は立ち上げに際し、 イズミット 工場では第 1 段階として 2 億 5,000 万ユー

ロの投資により、 年間 3 万台の IONIQ 3 を生産する予定であると 述べました。また、 欧州のバリュー

チェーン における 最も 重要なプレーヤー の一つとして、 トルコ は次世代自動車技術における 地位を強化

し 続けると 付け加えました。  

ブ・ソクジョン 駐アンカラ 韓国大使は、 今回の立ち上げを 二国間の経済協力における 戦略的に重要な節

目であると 評し、 トルコ の確立された インフラ と 熟練した 人的資本が、 高度な製造業にとって 傑出した

目的地となっていることを 強調しました。 ブ大使はさらに、 韓国と トルコ は信頼できる 経済パートナー

という 関係を超え、 未来のハイテク 分野における 共同リーダー へと 発展したと 述べました。  

キバル・ホールディング のアリ・キバル 会長は、 リスク を効果的に管理し、 生産を維持し、 信頼できる

市場アクセス を提供する国々に、 世界の資本がますます 向かっていると 強調しました。 同会長は、 主要

な物流および エネルギー 回廊の結節点という トルコ の戦略的な位置付けが、 地政学的な不確実性が高ま

る時代において、 生産および サプライチェーン の自然な拠点となっていると 指摘しました。  

トルコ が製造と イノベーション の結節点としての 地位を強化し 続ける 中、同国 は高付加価値で未来志向

の投資における、この 地域で最も 重要な原動力としての 立場を再確認しています。  



 

 

  



 

トルコ の自由貿易地域、 2026 年最初の 7 か月間で 77 億米ドル の輸出新記録を 達成 

 

トルコ の自由貿易地域は、 輸出志向型の生産および 貿易拠点としての 役割を強化し 続け、 2026 年の最

初の 7 か月間で前年比 6.9 ％増となる 77 億米ドル の輸出新記録を達成しました。  

貿易省が発表した データ によると、 トルコ の 19 の自由貿易地域からの 輸出は 7 月だけで 11 億 5,000

万米ドル に達し、 前年比 11.3 ％の増加を記録しました。 1 月から 7 月の期間中、自由貿易地域 で生み

出された 総売上高のうち 輸出が占める割合は 76.8 ％で、 1 年の最初の 7 か月間としては 過去最高のシ

ェア となりました。  

今年最初の 7 か月間、 トルコ の自由貿易地域からの 総輸出額のうち、 中高技術製品および 高技術製品が

57.4 ％を占めました。 中高技術製品が輸出の 50.4 ％を占め、 高技術製品が 7 ％を占めました。  

技術集約型製品の高いシェア は、 トルコ の付加価値の高い生産および 輸出エコシステム に対する自由貿

易地域の貢献の高まりを 浮き 彫りにしており、より 技術主導型で競争力のある 輸出への同国の移行を支

援しています。  

エーゲ 海自由貿易地域は、 1 月から 7 月の期間に 19 億 6,000 万米ドル を創出し、 トルコ の自由貿易

地域の中で輸出をリード し、 次いでブルサ自由貿易地域が 12 億 1,000 万米ドル となりました。 ブルサ

自由貿易地域からの 輸出は前年比 32.7 ％増加しました。  

アンタルヤ 自由貿易地域 は主要地域の中で最高の成長を 記録し、 輸出額は前年比 40.2 ％増の 4 億

4,700 万米ドル となりました。 アダナ・ユムルタルク 自由貿易地域からの 輸出も 32.3 ％増の 3 億4,100

万米ドル となりました。  

全体として、 6 つの自由貿易地域が 2026 年の最初の 7 か月間に 10 ％を超える 輸出成長を記録し、 ト

ルコ の輸出志向型生産拠点の回復力と 競争力をさらに 実証しました。  

 



 

2026 年 7 月現在、 トルコ の自由貿易地域には外国資本の 474 社を含む 1,934 社が拠点を置き、

87,655 人の雇用を提供しています。  

戦略的な立地、輸出志向型のインフラ、 投資優遇措置、そして 地域および 世界市場へのアクセス により、

トルコ の自由貿易地域は、 トルコ での生産および 貿易事業の確立を目指す国際的な投資家にとって 競争

力のある プラットフォーム を提供し 続けています。  

トルコ が「 トルコ の世紀」 を推進する中、 その自由貿易地域は、より 高い付加価値を持つ生産、 より 強

力な輸出能力、そして グローバル・バリューチェーン へのより 深い統合を支援し、 同国の「 貿易の世紀」

の戦略的推進力として 台頭しています。 技術集約型輸出および 国際貿易への貢献の高まりは、 投資、生

産、貿易 の原動力としての トルコ の地位をさらに 強化しています。  

  



 

 

ボスポラス 外交フォーラム、 世界外交における トルコ の役割を 強調 

 

第 2 回ボスポラス 外交フォーラム 2026 （ BDF’26 ） は、「 民主主義と 自由の島」 に 50 人の国際代表

を含む 400 人以上の参加者を集めました。  

青年外交協会（ GDD ） が「 危機の時代における 人道的外交」 をテーマ に開催したこの フォーラム では、

4 か国語で 6 つの委員会が実施され、 外交政策から エネルギー に至るまでの 地球規模の課題に取り 組み

ました。  

イリム・ヤイマ 財団理事長のネジュメッティン・ビラル・エルドアン 氏が、 教育外交に関するパネルデ

ィスカッション でフォーラム の開会を宣言しました。 エルドアン 大統領は、 トルコ が約 35 万人の留学

生を受け入れていることに 触れ、 彼らを 世界舞台でトルコ を正確に代表する親善大使であると 評しまし

た。  

AI と 経済に関するパネルディスカッション において、 投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール 局長は、

AI 投資が世界外交の決定的な要素となっていると 述べました。 ダールオール 局長は、データセンター や

エネルギーインフラ から チップ、エンドユーザー 向けアプリケーション に至るまで、 AI 投資の多層的な

性質について 概説し、これらが 一体となって 世界の投資フロー を形成していると 述べました。  

一方、 Turkcell の CEO である アリ・タハ・コチ 氏は、 AI の経済的潜在能力を最大限に発揮するには、

エネルギー、 計算能力、 データセンター、メモリ、 AI チップ にまたがる 強固なエコシステム が必要であ

り、 最終的に最大の価値はアプリケーション 層で生まれ、 オープンソースモデル がイノベーション の重

要な道筋を提供すると 述べました。 コチ 氏はまた、 東西間の技術的能力のバランス をとることの 重要性

を強調し、 開発者に対し、 イノベーション を推進するために オープンソース の AI モデルを活用するよ

う 奨励しました。  

この フォーラム は、 外交、技術、教育 の交差点における トルコ の役割の増大を再確認し、 同国を世界の

結節点として 位置づけました。  



 

 

 

 

  



 

 

イスタンブール 金融センター に集結する トルコ のベンチャーキャピタル・エコシステム  

 

「トルコ のベンチャーキャピタル・エコシステム：ポートフォリオ 運用会社会議」 が、 投資・財務局 と

トルコ 資本市場委員会（ CMB トルコ） の共催でイスタンブール 金融センター で開催され、 主要なポート

フォリオ 運用会社の幹部やエコシステム 全体の主要なステークホルダー が一堂に会しました。  

トルコ 資本市場委員会（ CMB ） のマフムト・スチュ 会長の参加のもと、 投資・財務局 の A・ ブラク・ ダ

ールオール局長が議長を務めたこの 会議は、 トルコ の起業環境の現状と 将来の展望について 意見を交換

し、 トルコ のベンチャーキャピタル・エコシステム の健全な発展と 効果的な機能を確保するための 政策

的優先事項を議論する戦略的プラットフォーム となりました。  

投資・財務局 は今後も、 連携を促進し、 起業エコシステム の成長を支援し、 イノベーション と 投資の地

域的拠点としての トルコ の地位をさらに 強化する戦略的な集まりを 招集していきます。  



 

 

 

  



 

TercihFest’26 でトルコ の次世代に力を  

 

イブン・ハルドゥーン 大学 が開催 した、 トルコ 初かつ 唯一 の大学志望者向 けプログラム である

TercihFest’26 は、 再びトルコ の未来を担う 人材と 著名な講演者を引き合わせ、 参加者に未来を形作

るアイデア についての 直接的な洞察を提供しました。  

最終日の開会挨拶で、 投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール 局長は、 AI から 地政学的力学の変化に

至るまで、 深刻な世界的変革を理解し、 急速に変化する世界で成功するために 必要なスキル、 視点、 ビ

ジョン を身につけさせてくれる 大学を選ぶよう 参加者を激励しました。  

「トルコ の世紀」 を振り 返り、 ダールオール 局長は、 真のグローバルアクター となるための トルコ の歩

みは、 未来を形作るために 必要なビジョン、 能力、 そして 強い帰属意識を持つ世代によって 推進される

だろうと 強調しました。  

人材の結節点として、 トルコ は最大の資産である 若者への投資を継続し、 次世代がイノベーション、 競

争力、持続可能 な成長を推進できるよう 力を与えています。  



 

 

 

  



 

 

世界フィンテック・デー で脚光を 浴びる トルコ のフィンテック・エコシステム  

 

世界フィンテック・デー は、 イスタンブール でトルコ・フィンテック 協会によって 祝われ、 世界のフィ

ンテック・エコシステム の主要な代表者が集まりました。  

投資・財務局 のフルカン・カラヤカ 副局長が、 トルコ・フィンテック 協会のクタイ・ヤルンクルンチ 会

長と 共に基調講演を行いました。  

カラヤカ 副局長は演説の中で、 世界で最も 先進的なデジタル 決済市場の一つへと 変貌を遂げたトルコ の

急速な転換を強調しました。  

「わずか 4 年で、 トルコ はアクティブ なデジタルバンキング の顧客口座数を 7,500 万から 1 億 2,500

万以上に拡大しました。 モバイルバンキング だけでも、 現在数兆トルコリラ が処理されています。そし

て、 新しい 世代の認可を受けたデジタル 銀行が、 物理的な支店を一つも 持たずに当社の市場で競争して

います」と カラヤカ 副局長は述べました。  

イベント では、2 つのパネルセッション も 行われました。 最初のセッション は Gülçin Aytemizel Telatar

氏がモデレーター を務め、 Thunes のシニアバイスプレジデント である Abigail Slater 氏を迎え、 クロ

スボーダー 決済の未来についての 洞察が共有されました。  

Şebnem Elif Kocao ğlu Ulbrich 氏（ LL.M. ） がモデレーター を務めた 2 回目のパネルセッション には、

Greenbanana の創設パートナー である Cihan Tüzün 氏が登壇しました。  



 

 

 

  



 

Yapı Kredi と Azimut が 164 億トルコリラ の取引で提携、 トルコ 最大の民間資産運用

会社を 創設 

 

Yapı ve Kredi Bankası （ Yapı Kredi ） は、 イタリア の資産・ ウェルスマネジメント 企業 Azimut Group

の子会社である AZ International Holdings SA （AZ Holdings ）との 間で、Yapı Kredi Portföy Yönetimi 

A. Ş. （ Yapı Kredi Portföy ） の株式譲渡に関する株式売買契約を締結したと 発表しました。  

本契約に基づき、 Yapı Kredi Yatırım Menkul De ğerler A. Ş. は、 同社が保有する 87.32 パーセント の

株式を、 Yapı Kredi が直接保有する 12.65 パーセント の株式および 他の少数株主が保有する株式とと

もに、 通常のクロージング 調整を条件として、 総額 163 億 9,200 万トルコリラ（ 3 億 4,600 万米ド

ル） で AZ Holdings に譲渡します。  

株式譲渡に加え、 両当事者は 15 年間の戦略的販売プロトコル を締結しました。これにより、 通常の例

外を除き、 トルコ 国内の広範な銀行販売ネットワーク を通じて、 Yapı Kredi Portföy の投資商品を販売

する 独占的権利が Yapı Kredi に付与されます。  

本契約について、 Yapı Kredi の CEO である Gökhan Erün 氏は、この 取引が銀行の長期的な成長軌道

と 資産運用市場における リーダーシップ にとって 重要なマイルストーン であると 強調しました。  

「トルコ の資産運用環境において 初となるこの 戦略的パートナーシップ は、Yapı Kredi の強固なサービ

スモデル と 広範な販売網を、 Azimut の国際的な投資専門知識と 組み合わせることで、 顧客に前例のな

い価値を提供し、 当社の先駆的な市場での地位を強化するものです」と Erün 氏は述べました。  

Azimut Holding の CEO である Giorgio Medda 氏は、 トルコ の経済的回復力を強調し、 主要な金融機

関にとって 最高の資産運用パートナー としての Azimut の地位を強調しました。  

 



 

「この 提携は、 長期的な販売ネットワーク に支えられた、 市場をリード するトルコ の銀行との 2 度目の

主要な戦略的合弁事業となります。これは、 当社のグローバル な製品能力の卓越した 品質と、 トルコ の

金融エコシステム に対する深いコミットメント を強く 証明するものです」と Medda 氏は指摘しました。  

この 取引は、 トルコ の金融セクター の強さと ダイナミズム を強化するものであり、 強固な国境を越えた

機関投資家の資本フロー を示すとともに、 国内資本市場全体における 製品の多様性と 資産運用能力を拡

大するものです。  

 

 

 

  



 

イスタンブール 空港、 1 日あたりの 旅行者数約 29 万人で欧州の史上最高記録を 更新 

 

イスタンブール 空港は、 1 日あたり 289,732 人の乗客に対応し、 トルコ と 欧州の両方において 1 日あ

たりの 乗客数の史上最高記録を更新し、 世界の航空業界で新たな 記録を打ち立てました。  

この マイルストーン は、 主要な世界的航空ハブとしての イスタンブール の戦略的地位を強化し、 トルコ

の近代的な交通インフラ の高度な能力と 卓越した 運営能力を実証するものです。  

アブドゥルカディル・ウラルオール 運輸インフラ 大臣は、この 記録について 発表し、この 成果が同国の

輸送エコシステム の継続的な成長を強調するものであると 述べました。  

「イスタンブール 空港は 8 月 9 日に 289,732 人の乗客を迎え、 トルコ および ヨーロッパ における 史上

最高の 1 日あたりの 乗客数を再び記録しました」と ウラルオール 大臣は述べました。「 私たちが 構築し

た強固な輸送インフラ により、 私たちは グローバル 航空における イスタンブール の中心的な地位を強化

し 続けます」  

この 記録的なトラフィック は、 国際線および 国内線全体で持続する高い需要を反映しており、 グローバ

ルなトランジット、 観光、物流 の結節点としての トルコ の役割を浮き彫りにしています。  

この 成果は、 イスタンブール 空港が世界の主要なメガハブ の一つとしての 地位をさらに 強固なものにし、

地域の接続性、経済 の勢い、そして 国際的なモビリティ を促進しています。  



 

 

 

 

  



 

 

HubX がトルコ 初のアプリスタジオ・ユニコーン に 

 

イズミル を拠点とする テクノロジー 企業 HubX は、 Point72 Private Investments からの 初の外部資金

調達ラウンド において、 プレマネー 評価額 12 億米ドル で最大 7,500 万米ドル を調達し、 トルコ 初のア

プリスタジオ・ユニコーン となりました。  

2022 年にイズミル で設立された HubX は、 外部資金に頼ることなく、 40 以上の消費者向け製品から

なる 収益性の高いポートフォリオ を構築してきました。 同社のモバイル および ウェブアプリケーション

は、 190 カ 国以上で 6 億人を超える ユーザーに利用されています。 同社は現在、 イズミル と イスタンブ

ールのオフィス に 370 名以上の従業員を擁しています。  

HubX のポートフォリオ の大部分は、 生成 AI 、 写真・動画、教育、 ウェルネス に焦点を当てた アプリケ

ーション で構成されています。 同社の製品には Nova 、 Wiser 、 DaVinci 、 Lotus Flow などがあり、そ

のアプリケーション のいくつかは、さまざまな 市場の各カテゴリー において 最も ダウンロード されてい

る製品にランクイン しています。  

今回の新規投資は、 既存製品の成長を加速させ、 HubX のグローバル な M&A 活動を拡大するために 使

用されます。 同社は、 有望なモバイル および ウェブ 製品の買収に向けた取り 組みを強化し、 優れたユー

ザー体験を持つアプリケーション とそれを 支える チームを HubX エコシステム に組み入れる計画です。 

HubX の共同創業者である ジェム・オルタバシュ 氏は、 同社がアイデア 段階から 世界中の数億人のユー

ザーに製品を届けるための 重要な専門知識を培ってきたと 述べました。「この 投資により、 私たちは 長

年培ってきた 経験をさらに 一歩前進させることができます。 社内で強力な製品を開発し 続ける 一方で、

ユーザーに愛される 製品を生み出す成功した チームと 提携し、 彼らを HubX に迎え入れたいと 考えてい

ます」と 同氏は語りました。  



 

Point72 Private Investments のパートナー である イシャン・シンハ 氏は、 HubX は消費者の需要を特

定し、その 需要に応える 製品を迅速に拡大する能力において 際立っていると 述べました。 同氏は、 同社

のアプリケーションポートフォリオ の強さと、その モデルの再現性が投資の背後にある 重要な要因であ

ったと 指摘しました。  

HubX の共同創業者である カーン・オルタバシュ 氏は、 収益性を維持しながら 4 年以内にこの 規模に到

達したことが、 同社のビジネスモデル に対する自信を強めたと 強調しました。 同氏は、この パートナー

シップ により HubX がより 大きな 世界的規模で野心的な目標を追求できるようになると 述べました。  

HubX がユニコーン 企業の地位に達したことで、 トルコ の自国発ユニコーン 企業である「 ターコーン

（ Turcorn ）」 の数は 8 社に達しました。 同国のユニコーンエコシステム には、 Trendyol 、 Getir 、 Peak 

Games 、 Hepsiburada 、 Dream Games 、 Insider 、 Loom Games も 含まれています。 Loom Games

は、 2026 年に Scopely による 過半数株式の取得を経て、 10 億米ドル を超える 評価額でユニコーン 企

業の地位に達しました。   



 

投資・財務局 がマレーシア における 投資活動を 推進 

 

投資・財務局 はマレーシア で一連の企業訪問を実施し、 エネルギー、インフラ、 物流セクター に焦点を

当てました。  

訪問中、投資・財務局 の国別アドバイザー である ビラル・イルハン 氏、 プロジェクトマネージャー のオ

ズカン・オズカルデシュ 氏、専門家 のハルン・コクサル 氏は、 トルコ における 新たな 投資機会と 潜在的

なパートナーシップ を模索するため、 主要な投資家、 ファンド、インフラ 運営会社と 面談しました。  

ロードショー の一環として、 ハルン・コクサル 氏は持続可能なエネルギー 開発庁（ SEDA ） が主催する第

7 回国際持続可能エネルギーサミット（ ISES ） にパネリスト として 参加し、 トルコ の原子力エネルギー

プログラム に関する知見を共有しました。  

環境・都市化・気候変動省 の気候変動適応・地域政策局長 である オメル・オズテュルク 氏は、 マレーシ

アを COP31 トルコ へ招待するとともに、 投資・財務局 の支援を受けて作成された トルコ の COP31 議

長国ビジョン 文書を発表しました。  



 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

  



 

 



 

 



 

 

 

  



 

 

 


